
音楽の力で会場全体が一つに！

淳
子
）
に
よ
る
音
楽
演
奏
会
を
支
援
し
た
。

終
盤
に
行
わ
れ
た
指
揮
者
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
最
初
に
来
場
者
全

ず
楽
し
め
る
曲
が
披
露
さ
れ
た
。
中
で
も
第
１
２
音
楽
隊
の
歌
姫
で

心
に
響
き
渡
る
透
明
感
の
あ
る
歌
声
が
来
場
者
を
魅
了
し
た
。
ま
た
、

力
会
主
催
の
陸
上
自
衛
隊
第
１
２
音
楽
隊
（
隊
長　

１
陸
尉　

富
田

り
、
会
場
入
口
に
は
開
演
を
待
ち
わ
び
た
多
く
の
来
場
者
が
長
蛇
の

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
の
代
表
曲
で
あ
る
「
青
と
夏
」
な
ど
、
老
若
男
女
問
わ

員
で
指
揮
を
練
習
し
、
そ
の
後
希
望
者
か
ら
３
人
が
選
ば
れ
、
そ
の

来
場
者
か
ら
は
「
こ
ん
な
に
楽
し
い
演
奏
会
に
来
る
こ
と
が
で
き

自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。」
と
し
て
い
る
。

な
ど
の
感
想
が
聞
け
た
。

糸
魚
川
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
糸
魚
川
市
自
衛
隊
協

列
を
作
っ
た
。
演
奏
会
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
今
年
の
大
河
ド
ラ

糸
魚
川
市
で
の
音
楽
演
奏
会
開
催
は
６
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
も
あ

新
潟
地
本
（
本
部
長　

１
陸
佐　

村
岡
史
朗
）
は
９
月
７
日
（
土
）、

マ
「
光
る
君
へ
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
や
Ｍ
ｒ
ｓ
．　

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

あ
る
藤
嶽
３
陸
曹
に
よ
る
宇
多
田
ヒ
カ
ル
の
「
花
束
を
君
に
」
で
は
、

う
ち
の
子
供
は
一
生
懸
命
に
、
大
人
は
パ
ワ
フ
ル
に
指
揮
を
執
る
姿

休
憩
時
間
に
は
高
田
地
域
事
務
所
の
所
員
が
新
潟
地
本
の
マ
ス
コ

が
会
場
全
体
を
一
つ
に
し
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
送
ら
れ
大
盛

衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
し
注
目
を
集
め
た
。
ま
た
、
全
問
正
解
者
に
抽
選
で
自

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
姿
も
多
く
見
ら

自衛隊新潟地方協力本部

陸上自衛隊第１２音楽隊演奏会

新
潟
地
本
は
「
今
後
も
地
域
と
連
携
し
た
音
楽
演
奏
会
を
行
い
、

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
マ
モ
ル
君
と
マ
イ
ち
ゃ
ん
と
と
も
に
自

て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
是
非
糸
魚
川
市
に
来
て
く
だ
さ
い
。」

衛
隊
グ
ッ
ズ
が
当
た
る
糸
魚
川
開
催
記
念
ク
イ
ズ
を
行
い
、
ク
イ
ズ

り
上
が
り
と
な
っ
た
。

れ
た
。


